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 国際地域学部の中垣蒼です。1 月から 5 月までの間、タイのチュラロンコン大学

に留学しています。タイで１番の大学と聞いていた通り、学外でチュラロンコン大学にい

ることを話すと、おぉすげぇな！というような反応をもらいます。バンコク中心地に位置

していることもあり、普段は交通機関を使うこともなく、徒歩 15 分圏内でだいたいなん

でもそろえられるようなとても便利な場所です。今は、近くのローカルなご飯屋さんで食

事をして店員さんと話して、行きつけのお店を作ろうとしているところです。 

 

『学内での生活』 

 1 セメの留学期間中に PBL もやることを考え、３つクラスを履修しました。単位

数で言うと９単位です。２つのクラスと PBL を福井大学で単位交換できたらいいなと目論

んでいる訳です。アジアのことを勉強したく、Global Asia という教科を取り、また少しで

も現地語を覚えて親近感を持ってもらいたく、タイ語のクラスも取りました。自分の場合

は、1 日１授業で、木曜日は全休なので、空いた時間で何ができるかが留学の充実度に関

わるかなと思います。1 月 20 日頃に福井大学からの課題が終わり、やっとチュラでの生活

に集中し始めているというのが今の状況です。ある授業は 1 年生と行うものなのですが、

“君と顔が似ているタイの友達がいるぞ”と知らないうちに 1 年生、また先生の間で有名

になっていたらしく、おかげですごく楽に友達が増えました。ちなみに、顔が似ているそ

の子は、学内のジムに通い始めたようで、毎週 2 回一緒に体を鍛えるようになりました。

そこでもいくつかつながりができ、楽しい留学生活が始まりだしたかなと思います。 

 

『学外での生活』  

タイに来てからは、結構しんどいことも続いていました。まず、入国時に日本で

もらった Ed Visa の面を見せていたにも関わらず、Tourist Visa のスタンプを押されてお

り、後日タイの友人に同行してもらい、immigration office で再手続きをする羽目になりま

した。2 月終わりあたりには、Visa の延長手続きで immigration office へもう一度行かなく

てはなりません。早朝からの戦いになるでしょう。また、iPhone6 の SIM ロックの解除

が、古いタイプだからなのか不可能と言われ、タイの SIM カードが使いえない事態になり

ました。ものは大切に使うより、新しいものに変えたほうがいいこともあると学びまし

た。これで１番困る事は、スマホが使える、使えないということではなく、チュラロンコ

ン大学の student card は K bank という銀行の Visa カードでもあるため、口座開設が必須

になり、タイの電話番号が必要な訳です。しかしそれには SIM カードの使用が前提である

ということです。しかし、タイのバディの子の助けにより、よくわからないが来月入手で



きることになりました。タイ人はみんな優しくて協力的です。ありがとう。授業がない時

は、課題をカフェか寮の自習スペースでやっています。チュラの Wifi は強いです。近くの

カフェまで届いちゃいます、大助かり。課題もあるしやりたいこともあるし、休む時間も

欲しいし、日常会話を友達と英語ですることも楽しみたいし。そんな欲望がうまく叶えら

れるかな、というような準備段階はうまくいったかなという 1 月です。 

 

『悩み・感じたこと』 

 履修した授業も多くなく、友達とジムや授業終わりにご飯食べたりすることも気

兼ねなくできるとてもいい状況が作れたのはよかったです。しかし、時間配分というもの

で悩んでいます。授業の課題や調べることを少しも手を抜くことなくやることからも、成

長や収穫はあると思います。また、英語力を伸ばしたいので、やはり英語の自主学習・日

常会話の機会に飛び込むということもまたいいと思います。今は全てうまくできてはいま

せん。どうやら慣れがまだ必要なようです。正解も何もなさそうなので、2 月からは英語

の成長に特に目的を絞って生活していこうと思っています。課題とかもうまく手を抜くと

ころは抜いて、うまく時間作って、しっかり“実用的な英語の勉強”をします。 

 タイの学生は思うに日本人よりも勤勉です。少なくともチュラでは。そのため毎

日とてもいい刺激を受けています。時に話の内容が政治の話だったりもします。自分の知

識不足と努力不足を感じるばかりです。実用的な英語力をある程度つけて留学に行けると

いいと思います。 

 

『最後に』 

 留学はやっぱり楽しいし何気ないところから学ぶこともたくさんあります。しか

し、悩みもおそらく尽きません。トラブルも起こるでしょう。また、半年しかない自分に

とって、1 日はとても重みがあるものです。まぁ楽しいので 1 日早く過ぎ去ってしまうわ

けですが。ちなみに帰国予定日まで 100 日きっています。自分なりに勉強して、しっかり

成長してきたと言えるように毎日楽しんで頑張っていこうと思います。2 月は 1 年生、そ

して小幡先生がタイに来られる予定です。そう、小幡先生とのご飯、楽しみな訳です。普

段そもそも写真あまり撮らないので、自分の写真少ない故、チュラの校庭の写真と行きつ

けのカフェを載せます。 

        


